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～植生を中心とした環境要因と地表徘徊性甲虫相の比較～

群馬県立尾瀬高等学校

【キーワード】 地表徘徊性甲虫 甲虫相 武尊山

【はじめに】尾瀬高校理科部では平成11年より武尊山「水源の森」で自然環境調査を

おこなってきた。昨年度の研究報告では調査地点間において林相の類似性が高くなる

と、そこに出現する甲虫群集の類似性も高くなるという仮説を立てた。本年度の研究

活動では昨年度よりも調査地の範囲を広げて調査地点数を増やし、より多くのデータ

を得て信頼度の高い研究をおこなうこととした。

【方法】採集方法、調査地点、期間について、ピットフォールトラップ法を採用し、

武尊山山麓の14地点（植生、標高、入山し易さを考慮。図１参照）で８月14日～19日

にかけて実施した。トラップ設置と回収は１地点あたり縦10ｍ×横16ｍを調査範囲と

し、格子状に40個設置。２昼夜ごとに合計２回の回収とトラップのメンテナンスを実

施した。甲虫類は同定不能の破損個体を除き現地でエタノール固定後、図鑑や過去の

参照標本、不明種は専門家による同定をもとに分類した。同定後は集合標本とした後、

地点ごとに出現した甲虫類の種名と個体数をもとにリストを作成した。これを基に生

物群集解析ツール（東海アクアノーツ提供）を用い、各地点における地表徘徊性甲虫

の種多様度（Shannon-WienerのＨ’）、および地点間類似度（Hornの重複度指数Ｒ0）

から樹形図を作図し、地点間の地表徘徊

性甲虫相と主な林相との関連を考察した。

植生調査はBraun-Blanquet法（林相、

草本類の種類と被度に注目）を用いた。

光環境調査では胸高（1.5ｍ高以上）に

おける開空率と草本層の被植率をもとに

地表面の暗さを数値化した。調査地点の

中央部で全天空写真を撮影し、全天空写

真解析ソフトCanopOn 2.03（竹中2009）

を用いて開空率を算定した後、((100－開

空率）＋草本の被植率）/２で数値化した。

【結果】環境要因調査（植生調査、光環

境調査等）の結果を表１に示す。調査地

における地表面の暗さは、ブナ林（極相

林）で最も値が高く、次いで二次林、カ

ラマツ林（人工林）と続き、草原が最も

低かった。また、ブナ林の下層植生はチ

シマザサを主体とする多年生の草本であ

表１ 環境要因調査結果一覧

図１ 採集地点の調査位置図



り、草本類の多様度が低かった。次に出現種リス

トを表２に示す。出現種数は32種で総個体数は718

個体であった。本調査における群集中の優占種は

山地性のクロナガオサムシであり、出現頻度は約9

2%、総捕獲個体数に占める割合は約30%であった。

各調査地点における多様度を表３に示す。全地点

の平均は1.99±0.61、ブナ林で2.24±0.69、カラ

マツ林で2.30±0.30、ススキ草原で1.90±0.35と

なり、カラマツ林で高値、ススキ草原で低値を示

す結果が得られた。地点間類似度（Ｒ

0）から作成した樹形図を図２に

示す。武尊山水源の森Ａ・Ｂ・

Ｃの３地点、また宝台樹Ａ、奥

利根水源の森Ｂは比較的、類似

度が高いことがわかった。

【考察】各地点における種多様

度（Ｈ’）については総じてカ

ラマツ林で高値を示し、増水な

どで環境の攪乱頻度が高い河畔

林は最も低い結果となった。こ

のことについては攪乱の程度が

多様度に影響を与えている可能

性が示唆された。また、ススキ

草原のような開空度が高く林床

が明るい環境では多様度が低くなる傾向がみられた。武尊山Ａ・Ｂ・Ｃの３地点では

各地点間で最も甲虫相の類似度が高いことから林相の類似性よりも地点間の距離が類

似度に大きく影響を与えていることが考えられた。また奥利根水源の森Ｂや宝台樹Ａ

のように、出現種数が少なく、かつ特定の種が突出して多く出現した地点では多様度

が低く、出現種の相同性が高いため、結果として類似度が高くなっているものと推察

した。また多様度が高いカラマツ林ではあるが類似度は低い状態にある。これは各地

点ごとに甲虫相の固有性が高いことを示す結果であるといえる。今回の調査研究を通

じ地表徘徊性甲虫相の類似性については環境要因ごとの類似性よりも、近接地におけ

る類似性がより高いことがわかった。このことは飛翔力を持たない地表徘徊性甲虫の

分散力の低さに起因するものと考えられ、武尊山麓およびその周辺地域においても地

理的に隔たりのあるような条件下では独自の甲虫相が成立していることがわかった。
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表２ 各調査地における地表徘徊性甲虫の出現種リスト

図２ 樹形図による地点間類似度


